
 

 

平成 28 年度第３回桑名市空家等対策協議会 

【開催記録】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
桑名市役所 本庁舎３階第２会議室 

平成29年１月12日(木)午前10時開催 

 

 



 

 1 

【 事 項 書 】 

１．議題 

（１）桑名市空家等対策計画（案）について 

（２）桑名市空家等指導要綱（案）について 

 

２．その他 

【桑名市空家等対策協議会委員名簿】 
【平成28年度委員】                （あいうえお順・敬称略） 

協議会委員 法告示専門分野 所属等 

荒木  慎矢 警察職員 三重県桑名警察署 生活安全課長 

石田  美穂 行政書士 三重県行政書士会 桑名支部 副支部長 

伊藤  徳宇 市町村長 桑名市長 

岩崎  恭典 大学教授等 四日市大学 学長 総合政策学部 教授 

加治 多加志 まちづくり等 桑名商工会議所 青年部 はまぐり会 会長 

片岡  直也 社会福祉士 三重県社会福祉士会 会員 

河原  光良 法務局職員 津地方法務局桑名支局 表示登記専門官 

佐藤  美子 民生委員 桑名市民生委員児童委員協議会連合会 副会長 

服部  祥子 弁護士 愛知県弁護士会 会員 

平野  一枝 宅地建物取引士 三重県宅地建物取引業協会 会員 

藤原   隆 自治会役員 桑名市自治会連合会 会長 

村木  大真 司法書士 三重県司法書士会 桑員支部長 

森  美香子 一級建築士 三重県建築士会 桑員支部 青年委員長 

森田  尚孝 消防職員 桑名市消防本部 予防課長 

安田  典生 土地家屋調査士 三重県土地家屋調査士会 会員 

【 開催状況 】 

平成 28 年度第３回 委員 事務局 オブザーバー 傍聴者 

会議出席者等人数 １４ ９ ５ ２ 
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【 開催記録 】 
 

【事 務 局】 ～司会進行～ 

【市  長】 ～市長（会長）挨拶～ 

 

事項書１．議題 

（１）桑名市空家等対策計画（案）について 

【会  長】議題（１）桑名市空家等対策計画（案）について、説明を事務局よりお願いいたします。 

【事 務 局】 ～議題（１）資料を基に説明～ 

【会  長】只今、事務局より説明をいただきました。第２回協議会のご確認も含めて、委員の皆様

から一言ずつご意見をいただきたいと思います。 

【委  員】パブリックコメント実施結果に「市の考え方」とありますが、これがパブリックコメン

トの意見に対する回答と判断してよろしいでしょうか。 

【事 務 局】パブリックコメントは他課においても多数実施しており、実施結果の公表については今

までの様式と合わせて「市の考え方」を回答とさせていただいております。 

【委  員】内容について、よくまとめていただいていると思います。 

【委  員】個々の対応については事案が出てからになるかと思いますので、計画（案）としてはこ

れで良いと思います。 

【委  員】パブリックコメント実施結果の番号 11 についてですが、現地状況調査のスケジュール

がどのようになっているか伺いたいと思います。 

【事 務 局】現地調査の状況としましては、現在 800 件程調査を実施済みです。当初は今年度中の

完了を予定していましたが、今後出てきます通報物件と合わせて来年度に調査を実施して

いく予定です。 

【委  員】空家の中でも歴史的に価値のあるものなどは、解体するのではなく残していくという考

えも取り入れていただければと思います。 

【会  長】文化的な知見や価値について、対策計画（案）の中ではどのように検討していますか。 

【事 務 局】所有者がわからなくて文化的に価値のある空家については、この協議会でご意見をいた

だきたいと思いますが、所有者がわかっている空家については、所有者の意向と文化的価

値のマッチングができるようにアプローチしていきたいと考えます。 

【会  長】庁内のワーキング会議に文化課は含まれていますか。 

【事 務 局】文化課は含まれていません。 

【会  長】ぜひ文化課も含めて庁内の体制を検討いただきたいと思います。 

【委  員】説明の中でありました自治会に加入していない方のうち、空家となっている数というの

が推定 400 件あるということで、調査等がより難しい部分かと思いますが引き続き調査

を進めていただきたいと思います。 

【会  長】現地調査については時間がかかっていますが、しっかりと調査ができるよう体制を充実

させていきたいと思います。 

【委  員】私が住む地区には 102 件の空家があり、自治会には４件の空家があります。そのうち

の１件は地域の方が集まれる場として活用し、管理も地域で行っています。 

また、空家対策の流通の促進に関する課題として、空家を売却したいと考えている人

が多いの対して、不動産業を営んでいる友人から聞いた話では、点在している空家単体で

は売買として扱うのが難しいとのことでした。 

【会  長】人口減少時代に突入して空家というのはマーケットだけでは解決できない問題になって

いると思います。様々な分野の方と連携を図り対応していきたいと思います。 

【委  員】東員町や大安町では空家の所有者が空家バンクに登録したり、伊賀市でも空家バンクの

制度があり、行政側から促していかないことには空家対策は進まないのではないでしょう

か。 

【事 務 局】空家バンクについては、県内 29 あります市町のうち約 20 の市町で空家バンクが設置

されています。空家バンクの取り組み方としましては、手続きや登録方法を例規化して取

り組んでいるかと思いますが、関係団体にもご協力いただき、相談体制や情報共有の体制

を構築していただくことで空家バンクを作りやすい土壌ができていくかと思います。次に

重要なのが所有者の意向となります。所有者の意向調査については今年度実施しましたの
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で、今後こういった制度を構築していくべきかどうかについては、空家対策を進めていく

中で検討が必要と考えております。 

【会  長】何かをしなければ空家対策が進んでいかないというのはおっしゃる通りで、現在は全体

の計画を立案している段階で、具体的な施策は今後出てくるかと思います。空家バンクに

関しても、成功している市町があればうまくいっていない市町もあるため、実効性のある

施策となるように検討していきたいと思います。 

【委  員】第２回協議会での対策計画（案）では、第３章３－１「空家等対策の対象」の「（２）

対象とする区域」を「本市全地区」とし、さらに「（３）重点対象地区等の検討」という

記載があったかと思いますが、今回の対策計画（案）では重点対象地区等の記載が無くな

っていることについて、どういった理由でしょうか。 

【事 務 局】巻末資料 26 頁以降を見ていただきますと、桑名市を 29 地区に分割しまして、それぞ

れ公共交通機関、通学路、防災施設の周辺における空家の分布傾向を視覚化し検討を行い

ました。29 地区ごとに検討することで「重点対象地区」というような限定化は行わず、

対象地区は「本市全域」のみの記載とさせていただきました。 

【委  員】巻末資料にこういった検討資料を掲載していただいているので、各地区の傾向や特徴を

示した資料が巻末にある旨を示した方がわかりやすいかと思います。 

【委  員】高齢化率の高い深谷地区では空家の数も多いですが、立派な家も中には多くあるかと思

います。そういった再活用できる空家の活用方法を、委員の皆様の知恵をお借りして進め

ていければと思います。 

【事 務 局】活用については、先ほどもありました空家バンクという方法もありますが、個別で問い

合わせのあった相談を、委員の皆様が所属されている各団体をご紹介させていただき、要

望のマッチングを図るといった方法もあるかと思いますので、ご協力をいただければと思

います。 

【会  長】地域コミュニティの意識の醸成というのが大切で、先ほどもお話がありました地域の

方々が空家を活用するというような関係性があることが大事だと思います。そういった成

功事例が見えてきますと、マーケットとは異なる形の流通という可能性もあるかと思いま

す。 

【委  員】対策計画（案）としましては非常に良くまとめていただいているかと思います。 

【委  員】この対策計画（案）をスタートラインとして、今後実際にどのように動いていくのかが

大事だと思います。年月が経ってしまうと建物の価値は落ちますし、それに対する措置も

難しくなるかと思いますので、早い段階でアプローチをかけることができればその後の流

通や活用にも結びつくかと思います。特定空家に対する措置に関しては、先ほどありまし

た文化財の観点もありますので、丁寧な取り組みをお願いしたいと思います。また、パブ

リックコメントのご意見の中には、「不動産屋は不必要です」といった衝撃的な意見があ

りましたが、流通のためには必要だと思います。新たな利権が生まれるのではといったご

指摘かもしれませんが、そういったことの無いように透明性を高めて各団体の方が取り組

んでいただければと思います。 

【会  長】不動産に携わる方がいなければ流通も回らないかと思います。また、市民の方から信頼

される仕組みを作ることが大切だと思います。 

【委  員】問題の状況とそれに対する対応の基本方針をまとめたものとしましては、この対策計画

（案）で十分かと思います。パブリックコメントをかける時に、巻末資料も参考として出

していましたか。 

【事 務 局】巻末資料については、パブリックコメントの資料には添付していませんでしたが、「別

途公表している調査資料等を掲載する予定」という文言を本文に記載しています。 

【委  員】巻末資料まで見て今後想定される問題の大きさをご理解いただいていれば、パブリック

コメントの内容も変わっていたかと思います。先ほどもありました地域コミュニティにつ

いてですが、空家の利活用の場面や特定空家の所有者との合意を図る場面など、市と共に

地域コミュニティが間に入り考えていく場面は多いかと思います。桑名市では地域コミュ

ニティの推進を施策の中心に据えていただいているので、空家対策の重要な柱としても施

策展開していただきたいと思います。 

【会  長】皆様から様々なご意見いただきましたが、他にご意見等ございますでしょうか。 

【委  員】前回の協議会でもご紹介しました四日市の企業が行っているシェアハウスの取り組みで、

来週学生を連れて建物を見学することになりました。また、2 月から３月には国土交通省
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の方が伊賀・名張市で行われています、空家の管理を地元のコミュニティが所有者から請

け負い管理費を徴収するといった事業を見学に行くとのことでした。ただしそこには様々

な法律の規制があり、法律で規制されているからできないではなく、課題のある法律につ

いては改正を検討していただけるのが市役所です。法律があるからできないでは、今後の

空家の激増には対応できないかと思いますので、皆様からも課題のある法律の改正につい

ては提起していただければと思います。 

【会  長】個別の案件を扱えば扱うほどそういったお話も出てくるかと思いますので、皆様の英知

を集めていただいて、我々も対応していきたいと考えます。 

【委  員】桑名には大学や専門学校が無いので、新たに学校を設けてそこの学生が空家に住むよう

になれば空家対策になるのではないでしょうか。 

【会  長】全国的に大学の数が減っている厳しい情勢ではありますが、空家対策としてはひとつの

解決方法だと思います。貴重なご意見ありがとうございます。 

【委  員】相続人のいない方の不動産を市が受け取るということは難しいのでしょうか。 

【事 務 局】市が土地や家屋を受け取るというのは現状行っていないことで、市が受け取ることによ

って他の空家の所有者の責任意識が薄れてしまうことは避けたいと考えます。 

【委  員】一概にできないと判断するのではなく、立地上更地にして防災空地として活用できる可

能性もあるかと思いますので、条件によっては市が受けて活用することも必要だと思いま

す。 

【会  長】今でも文化的な価値のある建物を市が購入することもありますので、調査・研究しなが

ら検討できればと思います。 

【事 務 局】補足になりますが、資料の 44 頁、45 頁に今までの協議会で委員の皆様から出ましたご

意見や、所有者の方への意向調査の中で出ましたご意見を記載しておりますので、これら

を踏まえて検討していきたいと思います。 

【会  長】他にご意見はよろしいでしょうか。委員の皆様からいただきましたご意見を加えまして

対策計画（案）が充実したものとなりますように事務局には作成をお願いいたします。議

題（１）は以上でございます。 

 

（２）桑名市空家等指導要綱（案）について 

【会  長】議題（２）桑名市空家等指導要綱（案）について、説明を事務局からお願いいたします。 

【事 務 局】 ～議題（２）資料を基に説明～ 

【会  長】只今事務局から説明をいただきましたが、第２回協議会以降のご確認も含めて委員の皆

様よりご意見等はいかがでしょうか。ご意見等無いようなので、この内容で作成させてい

ただきたいと思います。議題（２）は以上でございます。 

 
議題について 

【会  長】議題を振り返りまして、言い忘れた点やご不明な点などはございますでしょうか。無い

ようですので議題は以上でございます。以後の進行は事務局にお願いします。 

 

事項書２．その他 

【事 務 局】 ～その他事務連絡～ 

【事 務 局】 ～閉会挨拶～ 



 

桑名市役所 ３階 第２会議室 

平成29年１月12日(木)10時から 

 

 

平成 28 年度第３回桑名市空家等対策協議会 

【配布資料一覧】 

 

１．事項書 

２．協議会委員等名簿 

３．平成28年度第３回桑名市空家等対策協議会議題資料 

・桑名市空家等対策計画（案）について・・・・・・・・  議題(1)-1~3資料 

・桑名市空家等指導要綱（案）について・・・・・・・・・  議題(2)-1資料 

・平成28年度第２回桑名市空家等対策協議会開催記録・・・・・参考資料(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 配布資料は、第１回協議会で配布したファイルに綴り保管をお願いします。 
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平成 28 年度第３回桑名市空家等対策協議会 

【 事 項 書 】 

１．議題 

（１）桑名市空家等対策計画（案）について 

（２）桑名市空家等指導要綱（案）について 

２．その他 

 

 

 

 

 

 



 

 

平成28年度桑名市空家等対策協議会委員等名簿 

【協議会委員名簿】               （あいうえお順・敬称略） 

協議会委員 法告示専門分野 所属等 

荒木  慎矢 警察職員 三重県桑名警察署 生活安全課長 

石田  美穂 行政書士 三重県行政書士会 桑名支部 副支部長 

伊藤  徳宇 市町村長 桑名市長 

岩崎  恭典 大学教授等 四日市大学 学長 総合政策学部 教授 

加治 多加志 まちづくり等 桑名商工会議所 青年部 はまぐり会 会長 

片岡  直也 社会福祉士 三重県社会福祉士会 会員 

河原  光良 法務局職員 津地方法務局桑名支局 表示登記専門官 

佐藤  美子 民生委員 桑名市民生委員児童委員協議会連合会 副会長 

服部  祥子 弁護士 愛知県弁護士会 会員 

平野  一枝 宅地建物取引士 三重県宅地建物取引業協会 会員 

藤原   隆 自治会役員 桑名市自治会連合会 会長 

村木  大真 司法書士 三重県司法書士会 桑員支部長 

森  美香子 一級建築士 三重県建築士会 桑員支部 青年委員長 

森田  尚孝 消防職員 桑名市消防本部 予防課長 

安田  典生 土地家屋調査士 三重県土地家屋調査士会 会員 

【会議構成委員名簿】              （あいうえお順・敬称略） 

協議会委員 法告示専門分野 全体会議 措置部会 

荒木  慎矢 警察職員 ○ ○ 

石田  美穂 行政書士 ○  

伊藤  徳宇 市町村長 ○(※１)  

岩崎  恭典 大学教授等 ○(※２) ○(※１) 

加治 多加志 まちづくり等 ○  

片岡  直也 社会福祉士 ○  

河原  光良 法務局職員 ○ ○ 

佐藤  美子 民生委員 ○  

服部  祥子 弁護士 ○ ○ 

平野  一枝 宅地建物取引士 ○  

藤原   隆 自治会役員 ○ ○(※２) 

村木  大真 司法書士 ○  

森  美香子 一級建築士 ○ ○ 

森田  尚孝 消防職員 ○ ○ 

安田  典生 土地家屋調査士 ○  

備考：表中(※１)は会長又は部会長を、(※２)は副会長又は部会長代理を示します。 

【桑名市空家等対策協議会事務局】 

〒511-8601：桑名市中央町 2 丁目 37 番地（市役所 4 階）桑名市都市整備部建築開発課内 

連絡先 【Tel：0594-24-1295、Fax：0594-24-3287、E-mail：kenchikaim@city.kuwana.lg.jp】 



 

 

【事務局職員名簿】                （H28.10.5一部改正） 

事務局職員 事務局:都市整備部 建築開発課 （括弧内:ワーキング会議での役割） 

林   孝夫 都市整備部 理事                         

堀    清 〃   次長                         

西尾  英哲 〃  建築開発課 課長                （全体） 

吉村  誠幸 〃   課長補佐兼開発指導係長兼道路整備係長（施策） 

田中  昌紀 〃   建築審査係長兼建築指導係長     （措置） 

馬渕   愛 〃   建築指導係主任                

小寺  大輔 〃   道路整備係兼開発指導係       （施策） 

塚本  佳史 〃   建築審査係             （全体） 

長坂  俊秀 〃   建築指導係             （措置） 

【事務局オブザーバー名簿】 

参加部･室 参加各課（課長級職員） 

都市整備部 都市整備課           課長  小林 代二 

建築住宅課           課長  佐藤 正弘 

市長公室 政策経営課           主幹  西田 喜久 

市民安全部 防災･危機管理課 生活安全対策室 室長  安達 一人 

経済環境部 環境政策課           課長  加藤 宏一 

廃棄物対策課          課長  中山 勝博 

【参考：桑名市空家等対策ワーキング会議の各部各課参加リスト】 

参加部･室 参加各課 ワーキング会議での役割分担 

都市整備部 事務担当：建築開発課 全体 措置 施策 

都市整備課   ○ 

建築住宅課   ○ 

土木課  ○  

用地監理課  ○  

市長公室 政策経営課 ○   

総務部 総務課 ○   

財政課 ○   

税務課 ○   

情報政策課 ○   

市民安全部 防災･危機管理課(生活安全対策室) ○   

地域コミュニティ課   ○ 

市民課  ○  

経済環境部 環境政策課 ○   

廃棄物対策課 ○   

商工観光課   ○ 

保健福祉部 福祉総務課   ○ 

上下水道部 営業課  ○  

消防本部 予防課  ○  

計：８部 計：１８課（事務担当課を除く） ８課 ５課 ５課 

＜ワーキング会議での役割分担：概要＞ 
【全 体】：措置班及び施策班の検討を取纏め空家等対策計画案の作成を行う。 
【措置班】：空家等の特定、調査及び指導等措置に関する対応の検討等を行う。 
【施策班】：空家等の管理、利活用及び支援事業等施策に関する検討等を行う。 

 



桑名市空家等対策計画（案）に係るパブリックコメント実施結果 

「桑名市空家等対策計画（案）」に対して貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。いただ

いたご意見とそれに対する市の考え方を公表いたします。 

なお、下表における「本計画（案）」とは「桑名市空家等対策計画（案）」を、「法」とは「空家等対策

の推進に関する特別措置法（平成 26年法律第 127 号）」を、「協議会」とは、「桑名市空家等対策協議会」

をいいます。 

番

号 

ページ、

項目 

ご意見 市の考え方 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P15 

4-2(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-2 の（3）地域住民の役割 

「適正に管理された空家等は、地域コミ

ュニティの維持に必要な良好な住環境

を形成するため、地域全体で住民に受け

入れられる流通の促進に努めます。」と

ありますが「必要な良好な」と続くので

「必要で良好な」に変えたほうが良いと

思います。 

また「地域全体で住民に受け入れられ

る流通の促進に努めます。」は意味が分

かりづらいので「地域全体で流通の促進

を支援していきます」のほうが良いと思

います。前節で「地域コミュニティの維

持に必要な」とあるので「住民に受け入

れられる」は、くどいと思います。 

空家等対策に取り組むうえでの具体的な

施策の一つに「流通の促進」に関する地域住

民の役割を加えた主旨は、それぞれの地域で

良好なコミュニティ形成を図り維持してい

くことは、快適な居住地としての魅力の向上

につながることと考えています。 

良好なコミュニティーの形成は、新たな居

住者を向かえ入れるうえでの支援策として、

地域における空家等の「流通の促進」につな

がることと考えており、表記をわかりやすく

修正いたします。 

２ P１ 

10 行目 

「規定」しており、はっきりと「責務」

と書くべきではないか。 

 

法第４条の「市町村の責務」として第６条

第１項の規定に基づき空家等対策計画を定

めるものである旨を表記しています。 

３ P1 

28 行目 

用語の定義 

ここに、まとめて「空家等」「特定空家

等」「空き家」等々掲載してください。 

本計画（案）で用いた各種資料の表記が異

り、それぞれの意味をもつため、第 1章の 1-

4 で「用語の定義」を記載しています。 

４ P3、P4、

P9 

空き家の数 統計調査（6,560、3,430）、

自治会調査（2,301）桑名市はどの数字を

基本にするのか。 

本計画（案）で用いた各種資料の表記が異

り、それぞれの意味をもつため、本計画（案）

では、それぞれの数値を記載しています。 

なお、自治会による状況調査の結果は現状

として、国の住宅・土地統計調査の結果は抽

出による推計数として考え、自治会の調査結

果を踏まえた本市の空家等推定数を今後の

対策の指標として、巻末資料に掲載する予定

です。 

議題（１）資料１－３ 議題（１）資料１－１ 



５ P4 自治会調査の結果は、個別に登録・デー

タ化されており、閲覧（公開）できるの

か。 

桑名市情報公開条例の規定に基づいた公

文書開示請求での対応となります。 

６ P４ 

P11 

住民による「空き家」の通報、報告制度

はあるのか。 

相談体制：周辺住民からの空家等相談対

象は登録されるのか。 

 

第４章の 4-3(3)による対応として、第 3章

の 3-4(3)の調査フローにより、通報等相談対

応を行いますので、別途、桑名市空家等指導

要綱を作成し、住民による相談・通報の手続

きを定める予定です。 

なお、相談・通報等対応案件は、当該手続

きにより記録されます。 

７ P7 

26 行目 

所有者等「苦慮」しており、この解決と

周辺住民の被っている迷惑の解決が、こ

の計画の最大の目的です。この計画に解

決方法がありません。 

本計画（案）を策定し、空家等対策に取り

組む方向性を示し、解決に向けたサポート体

制を公民連携して取り組みたいと考えてい

ます。 

８ 

 

 

 

 

P8 

14 行目 

不動産（専門家団体） 

不動産屋は不必要です。 

法第７条第２項の規定により協議会の委

員として専門家のご意見をいただくととも

に、連携して流通の促進につながる情報提供

などを行い、所有者等へのサポート体制を整

備する必要があります。 

９ 

 

 

 

 

 

 

P11 

 

 

 

 

 

 

協議会のメンバー 

何故、議会の議員、文化に関する学識経

験者が入っていないのですか。 

 

 

 

 

桑名市附属機関等の設置及び運営に関す

る指針（平成 26 年桑名市告示第 21 号）第５

条第１項第２号アの規定により選任してい

ません。 

また、文化に関する学識経験者は広範囲に

わたるため、本市の文化や観光の視点から、

地域の活力・まちの魅力の向上などにご意見

をいただくための構成委員を選任していま

す。 

10 P12 ②流通の促進 

今の社会で、市が率先して行う必要はな

いと考えます。 

空家等が適正に管理されず放置されるこ

とにより老朽化し、倒壊、防犯、環境、衛生

面など周辺環境に影響を及ぼします。 

国の指針に基づき、流通を促すことは、適

正な管理や周辺に与える不安の解消ととも

に、地域コミュニティを維持するためにも必

要な施策です。 

市民の安全・安心の確保、地域の活力や魅

力の向上につながるものと考えています。 

11 P13 継続調査について 

自治会調査（2,301）の全数調査をスケジ

ュール化して至急実施し、公表してくだ

さい。 

本計画（案）の策定と並行して現地状況調

査を実施しており、進捗状況により適宜公表

いたします。 



 

12 P14 

P15 

P16 

P17 

具体的な施策について 

(3)地域住民の役割は、削除すべきです。

周辺の住民は市に通報し、市の調査結果

を待って対応すべきです。 

本市の考え方番号６とともに、本市が目指

す「快適な暮らしを次世代にも誇れるまち」

を築くためにも、公民連携した空家等対策へ

の取り組みが不可欠です。 

空家等を増加させないよう地域コミュニ

ティを維持し良好な住環境を形成していく

ためにも、本計画（案）で連携主体として地

域住民への役割を記載しています。 

13 ― 最後に、協議会では、必ず傍聴者にも、

委員配布とお同じ資料を配ってくださ

い。どれだけの思いで参加しているとお

考えですか。 

協議会の会議資料は、会議後の公表により

傍聴者には配布していませんが、桑名市情報

公開条例や協議会の運営等に関する要領に

基づき、配布可能な資料は、退席時に回収す

ることを前提に、配慮したいと考えていま

す。 


